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阿部信一郎 :日本藻類学会第 25回大会公開シンポジウム 「生物はいかにし

て硬くなったかーバイオミネラリゼーション研究の最前線j参加記

日本諜類学会第 25回大会のオーフ。ニングとし

て， r生物はいかにして硬くな ったか バイオミ

ネラリゼーション研究の最前線」と題した公開シ

ンポジウムが3月27日，日本歯科大学キャンパス

内にある九段ホールにて行われました。会場は，

東京飯田橋の賑やかな街中にありながら， 一足，

キャンパス内に入ると，新学期が始まる前のこと

もあってか街の!喧騒を離れ春の穏やかな雰囲気が

漂っていました。シンポジウムには，藻類学会会

員ばかりでなく ，一般の多くの方々にも足を運ん

で頂き，開始直前には会場はほぼ満席となってい

ました。

公開シンポジウムは，一昨年前に山形大学で

開催された第23回大会以来恒例となっています。

今回のシンポジウムでは，生物が自らの体に鉱物

の結晶を沈着させる現象「バイオミネラリゼー

ションJについて， 4人の講演者の方々から最前

線の研究動向について話題提供 して頂きました。

バイオミネラリゼーションは，石灰謀の石灰化お

よび珪藻の珪酸化など，藻類研究者にと っても馴

染み深い現象です。この他，人間の体の中でも，

リン酸カルシウムの沈着によ って骨や歯が形成さ

れており，私達の生活とも密接に関係している現

象です。講演者の l人である日本歯科大学青葉孝

昭先生は，ご講演の中で，歯の石灰化反応の異常

によって様々な病態が生じることを紹介されてい
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Mary-Helen Noel先生のこ、講演

ました。その写真は， EI頃，歯科医の先生方にお

世話になっている(苦しめられている !)私にとって

言い知れぬ不安を与えるものでした。

「生物はいかにして硬くなったか」には， r生物

はどのようにして硬くなったのか」というバイオ

ミネラリゼーションの仕組みを問う意味と ，r生
物はどうして硬くな ったのかjといったその適応

的意欽を問う 二つの意味があると思います。仕組

みについては，東京学芸大学問111奇恵視先生から，

シヤジクモ，五日~サンゴモ類そして ìt水才直物のエ

ピモ，カナダモにおいて認められる光合成と石灰

化反応の関係について，そして，青葉先生から

は， 11寺間的 ・空間的にキHIかく制御された環境内で

歯のエナメル質が形成されていくことをそれぞれ

ご紹介頂きました。また，筑波大学 Mary-Helen

Noel先生からは，円石誌のコツコリス形成につ

いて，日本歯科大学長:13:llijj，五先生からは，壬H巣被

殻の形成について美しい図版や写真を使ってそれ

ぞれ説明して頂きました。

動植物の生態に興味を持つ私にとって，バイ

オミネラリゼーションの適応的意義および環境に

及ぼす影響に|刻する話題は，大変興味深いもので

した。岡崎先生は，ご講演の中で，石灰化反応は，

重炭酸イオンから二酸化炭素を形成して光合成に

供給する戦111各の結果として生じるものであること

を紹介されていました。討議の時間でも検討され

ていましたが，霊炭酸イオンから二酸化炭素を解

離して光合成に供給するには，この他，炭酸脱水

素酵素という非常に効率の良い酵素を使った経路

があるそうです。全体のエネルギー収支から見た

;場合，これら二つの経路にはどのような利得があ

るのでしょうか。その利得はi菜類が生育している

環境によ って変わるのでしょうか。だいたい，あ

のように美しい円石謀のコッコリスや珪藻の被殻

は，それらi誌類の生活にどのような意義があるの

でしょうか。興味は尽きません。この他， No巴l先

生からは，円石諜の大増殖が，少なくとも局地的

にその場の硫黄・炭素循環に大きな影響を及ぼし

ている可能住|効fあることをご紹子ト頂きました。ま
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た，生息環境の違いによって円石謀のコッコリス

の形態が変異するため， 化石中のコッコリスの形

態を精査することによってその場の古環境をより

詳細に推測できることをご教示頂きました。

バイオミネラ リゼーションに|刻する様々な観

点からのご誠一i寅通して， 1.等学な彩、は大きな知的刺

激を得ることができました。この様な貴重な機会

を与えて頂きました，講演者の先生方，そして，

このシンポジウム開1ftをサポートして]頁きました

日本歯科大学南雲保先生および第 25回大会事務

局の方々に心よりお礼申し上げます。

(水産総合研究センター中央水産研究所)

守屋真由美 :日本藻類学会第 25回大会参加記

東京の似が見頃を迎えた今年の 3月27~ 29 

日， 1::1本歯科大学 ・歯学部において日本藻類学会

第25回大会が開催されました。

27日の公開シンポジウムは，rバイオミネラリ

ゼーション」をより 一般的に，そして衝撃的に表

した「生物はいかにして硬くな ったか」という副

題をも ったテーマだったためか，会場には多くの

人が集まりました。

東京学芸大学の岡IIJ，奇恵視先生は，i込類における

さまざまな石灰化機椛についてお話しして下さい

ました。藻類の石灰化と言っ ても，生物によ って

石灰化が起こる部位や，結晶の種類，結晶がつく

る集合体の1r~ なとεが多様で、あることに驚きまし

た。石灰化 しない藻類も多く存在する中で，石灰

化にはどんな意味があるのだろうと不思議に思い

ました。

筑波大学の Mary-HelenNoel先生の講演では，

石灰化した美しい71~のココ リ スをまとった円石藻

が，培地によってココ リス形態が変わるという興

味深い実験結果を紹介していただきました。従

来，ココリスの形態は分類形質として重要視され

ポスター展示会場

ているだけに，培養方法や分類について再検討す

る必要性があることを感じました。

会場となった 日本歯科大学の青葉孝昭先生の

「歯のエナメル質形成」は，歯の形成についてほ

とんど女11らなかった私にとっても，とてもわかり

やすいお話で，今までの講演の藻類の石灰化と比

較しながら聞かせていただきました。歯では炭酸

カルシウムではなく リン酸カルシウムの結晶に

よって石灰化 しますが，藻類やI詣の石灰イヒも結品

を 71~成し，沈着させるだけでなく，あ~;，]¥，の成長を

制御する機構を備えていることがおもしろいと思

いました。謀類の石灰化の仕組みは歯のエナメル

質形成に比べて解明されていない部分が多く残っ

ていますが，歯のl!Jf究で用いられているアプロー

チを藻類に応用できれば，藻類がなぜ，どうやっ

て石灰化するかが近い未来に明らかになるのでは

ないでしょうか。

日本I岩手|大学の長|王l敬五先生は，珪|酸化を代表

する五U~について，最近の殻形成に |刻する知見

を，わかりやすいアニメーションを使って説明し

て下さいました。私も以前に珪酸化に関わる物質

としていくつかを聞いていたので，珪藻の珪|駿イヒ

は結構Wfl列されていると思っていたのですが，長

田先生のお話を開くと，どの物質についても珪酸

化のさまざまな段階に関わっている可能性が示さ

れているだけで，珪酸化の機構の解明の道のりは

長いという印象を受けました。

総合討論では，1陸上へ進化することで炭酸カル

シウムからリン酸カルシウム結晶に変わっただろ

うというご意見もありました。石灰化や磁酸化を

漆類だけに I~l~ らず羽J物にまで、広げて議論で、きたこ

とはとてもいい経験でした。flおjを藻類学会で



取り上げられるのは初めてのことでしたが，今後

も藻類に限らず幅広いテーマのシンポジウムを期

待します。

翌28日から始まった学会発表は 2つの会場

に分かれていましたが，同じ階だったため，行き

来には問題がなかったように思います。今大会か

らデジタルプロジェクターを使用できるようにな

り，アニメーションを効果的に使った発表が目を

惹きました。ただ，一音1¥では接続などで手間取る

場面もあり，運営側と発表側の双方のシステムを

確立する必要があるでしょう 。私は早めにポス

ター会場に行ったので，初めは広いと感じました

が，すぐに人が集まって展示に近づけなくなって

しまいました。 しかし，会場が仕切られていな

かったため，全体を見渡すことができたので，人

が少なくなる時を見計らって展示を見ることがで

きました。

懇親会は大会会場から歩いて程近い大和11宮マツ

ヤサロンで行われました。今回の懇親会で'~ 1=11(. ~こ

良かったと思うのは，入口のところで飲み物を頂

けたことです。会が始まるまでの時1M]も有意義に

( ? )研究について話しながら過ごすことができ

ました。お料理もおいしく，量も適当だ‘ったので

はないでしょうか?

最終日の口頭発表は，石川依久子先生の戦中映

画 flj史争と海藻jで幕を閉じました。flj没者(，と海
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恕親会場にて

i菜Jは戦時中に兵器用のカリを取るために海女や

女学生，子供述がカジメを集める様子を:ti¥'iいた戦

争映画です。女学生がカジメを背負っている写真

のポスターが印象的で，戦争を経験していない世

代の私たちも，藻類を研究対象とする研究者とし

て知っておかなければならない歴史だと思いまし

た。現在はそのような戦争映画を公開することは

できないそうですが，将来，ぜひ観る機会ができ

ることを期待しています。

今大会も大盛況で，参加1人数は250人を越えた

そうです。次の学会はアジア太平洋藻類学会

フォーラムと合同で来年の 7月につくばで行われ

ます。今度はつくばで、皆械にお会いできることを

楽しみにしています。

(筑波大学生物科学研究科)




